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非拡大 NBI 内視鏡は食道扁平上皮癌に対するスクリーニング検査に有用であると考えられた。 
 




















 以上のことから 、非拡大 NBI 内視鏡は早期食道扁平上皮癌に対するスクリーニング検査に有用
であると考えられた。 
 この成績は、予後の悪い食道扁平上皮癌の早期発見に有用な手段を明らかにしたことから、著者
は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
